
１
-
派
遣
の
経
緯

　
　
震
災
発
生
後
、
本
市
に
お
い
て
は
、
水
道
や
環
境

　
事
業
等
、
日
常
生
活
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
事
業

　
を
行
っ
て
い
る
部
門
や
、
医
療
活
動
や
家
屋
の
危
険

　
度
判
定
等
、
特
定
の
資
格
を
有
す
る
職
員
に
よ
る
支

　
援
が
早
い
う
ち
に
決
ま
っ
た
。
こ
れ
ら
の
人
的
支
援

　
は
、
神
戸
市
と
の
協
定
や
国
か
ら
の
要
請
等
に
基
づ

　
く
も
の
で
あ
っ
た
が
、
一
般
事
務
職
に
対
す
る
支
援

　
要
請
は
し
ば
ら
く
な
か
っ
た
。

　
　
被
災
の
状
況
や
被
災
者
の
生
活
は
連
日
報
道
さ
れ

　
る
も
の
の
、
被
災
者
へ
の
対
応
に
追
わ
れ
て
い
る
は

　
ず
の
区
役
所
の
状
況
は
あ
ま
り
伝
わ
っ
て
来
ず
、
一

　
般
事
務
職
に
よ
る
支
援
が
必
要
と
は
思
っ
て
も
、
具

　
体
的
に
何
を
し
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
。

　
　
そ
こ
で
、
市
民
局
区
政
課
で
は
、
二
月
二
日
に
区

　
長
会
議
の
議
長
で
あ
る
泉
区
長
と
相
談
の
う
え
、
神

　
戸
市
の
総
務
局
地
域
振
興
課
へ
電
話
し
、
具
体
的
に

　
何
を
支
援
し
た
ら
い
い
の
か
調
査
す
る
た
め
、
と
り

　
あ
え
ず
現
地
へ
赴
き
た
い
と
申
し
出
た
。
し
か
し
、

。
神
戸
市
で
は
、
今
来
ら
れ
て
も
対
応
で
き
る
よ
う
な

　
状
況
に
な
く
、
こ
ち
ら
か
ら
連
絡
す
る
ま
で
待
っ
て

　
ほ
し
い
と
の
回
答
で
あ
っ
た
。

　
　
と
こ
ろ
が
、
そ
の
翌
日
か
ら
事
が
急
展
開
し
た
。

　
翌
三
日
午
後
二
時
こ
ろ
、
神
戸
市
人
事
課
か
ら
本
市

　
人
事
課
に
電
話
が
か
か
り
、
一
般
事
務
職
を
対
象
と

し
た
支
援
要
請
が
あ
っ
た
。
そ
の
内
容
は
、
二
月
六

日
か
ら
各
区
役
所
で
義
援
金
の
交
付
と
、
り
災
証
明

書
の
発
行
が
始
ま
る
の
で
二
十
五
人
の
応
援
を
頼
み

た
い
、
つ
い
て
は
日
曜
日
（
五
日
）
の
夕
方
ま
で
に

現
地
へ
来
て
ほ
し
い
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
の

要
請
を
う
け
て
、
市
民
局
と
し
て
は
、
窓
口
業
務
に

精
通
し
た
区
の
職
員
を
派
遣
す
る
た
め
、
区
役
所
の

応
援
を
求
め
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
こ
か
ら
慌
た
だ
し
い
準
備
が
始
ま
っ
た
。
区
政

課
職
員
が
手
分
け
し
、
各
区
役
所
に
電
話
を
か
け
事

情
を
説
明
し
な
が
ら
、
一
人
な
い
し
二
人
の
職
員
派

遣
を
依
頼
す
る
一
方
、
現
地
と
連
絡
を
と
っ
て
宿
泊

所
や
経
路
を
急
ぎ
確
認
し
て
、
切
符
を
手
配
す
る
と

と
も
に
、
現
地
で
何
が
必
要
か
分
か
ら
な
い
ま
ま
、

軍
手
や
携
帯
カ
イ
ロ
等
を
調
達
し
て
ま
わ
っ
た
。
区

役
所
で
は
、
急
な
依
頼
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
わ
ず
か

な
時
間
で
派
遣
職
員
を
決
め
、
約
三
時
間
後
に
は
、

す
べ
て
の
区
役
所
か
ら
名
簿
が
出
そ
ろ
っ
た
。

　
そ
し
て
、
第
一
陣
の
総
勢
二
十
七
人
は
、
二
月
五

日
、
日
曜
の
朝
に
新
横
浜
に
集
合
し
、
長
田
区
役
所

で
業
務
応
援
を
行
う
た
め
、
現
地
へ
と
向
か
っ
た
の

で
あ
る
。
こ
う
し
て
始
ま
っ
た
区
役
所
と
市
民
局
の

職
員
に
よ
る
業
務
支
援
は
、
二
月
二
十
四
日
の
時
点

で
、
第
三
次
ま
で
に
七
十
七
人
を
派
遣
し
、
四
次
の

派
遣
も
予
定
さ
れ
て
い
る
（
表
－
１
）
。

Λ
小
野
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＝
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緊
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・
横
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市
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が
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告
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２
-
現
地
で
の
活
動

①
－
現
地
到
着
ま
で

　
二
月
五
日
（
日
）
朝
、
各
区
の
係
長
・
職
員
計
二

十
五
人
、
市
民
局
区
政
課
か
ら
二
人
の
合
計
二
十
七

人
か
ら
な
る
区
役
所
業
務
応
援
部
隊
（
第
一
陣
）
が
、

新
横
浜
駅
か
ら
出
発
し
た
。
新
幹
線
で
新
大
阪
ま
で

向
か
い
、
Ｊ
Ｒ
東
海
道
線
、
福
知
山
線
、
神
戸
電
鉄

を
乗
り
継
ぎ
、
こ
の
時
の
終
点
・
鈴
蘭
台
ま
で
行
き
、

そ
こ
か
ら
タ
ク
シ
ー
に
分
乗
し
て
、
宿
舎
の
「
し
あ

わ
せ
の
村
」
に
到
着
し
た
の
は
、
午
後
四
時
過
ぎ
で

あ
っ
た
。
宿
舎
は
六
甲
山
の
裏
側
に
あ
た
り
、
福
祉
・

保
健
な
ど
を
中
心
と
し
た
複
合
施
設
の
中
に
あ
り
、

地
震
の
被
害
が
少
な
か
っ
た
地
域
で
あ
っ
た
が
、
広

大
な
敷
地
に
は
自
衛
隊
の
テ
ン
ト
が
所
狭
し
と
張
ら

れ
、
あ
た
か
も
災
害
救
援
の
前
線
基
地
の
様
相
を
呈

し
て
い
た
。

　
午
後
八
時
、
翌
日
か
ら
従
事
す
る
こ
と
に
な
る

「
り
災
証
明
書
の
発
行
・
義
援
金
の
交
付
」
の
業
務

内
容
に
つ
い
て
、
神
戸
市
民
生
局
か
ら
説
明
が
あ
り
、

本
市
応
援
職
員
は
全
員
が
長
田
区
、
同
宿
の
京
都
市
、

静
岡
市
は
東
灘
区
で
従
事
す
る
こ
と
と
な
り
、
役
割

等
は
区
役
所
か
ら
直
接
指
示
を
受
け
る
こ
と
と
な
っ

た
。

②
－
り
災
証
明
と
義
援
金
に
つ
い
て

　
り
災
証
明
書
の
発
行
と
義
援
金
の
交
付
に
つ
い
て

は
、
い
ず
れ
も
二
月
二
日
（
木
）
に
神
戸
市
民
生
局

か
ら
記
者
発
表
さ
れ
て
お
り
、
二
月
六
日
（
月
）
か

ら
各
区
役
所
ご
と
に
行
う
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
た
。

　
り
災
証
明
と
は
、
証
明
書
の
発
行
自
体
に
法
的
根

拠
は
な
い
も
の
の
、
官
公
署
あ
て
の
申
請
書
な
ど
に

必
要
と
な
る
こ
と
か
ら
、
市
が
建
物
の
被
害
を
独
自

に
調
査
し
て
ま
と
め
た
、
り
災
台
帳
に
基
づ
き
発
行

す
る
証
明
で
あ
る
。
震
災
後
、
す
で
に
区
役
所
で
は
、

被
災
者
の
届
け
出
を
そ
の
ま
ま
証
明
す
る
「
り
災
届

出
証
明
書
」
を
発
行
し
て
い
た
が
、
二
月
六
日
か
ら

は
、
建
物
に
つ
い
て
は
「
り
災
証
明
書
」
、
設
備
・

動
産
等
に
つ
い
て
は
従
来
ど
お
り
「
り
災
届
出
証
明

書
」
を
発
行
し
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
証
明
者
は
、

倒
壊
に
つ
い
て
は
区
長
、
焼
失
に
つ
い
て
は
消
防
署

長
で
あ
る
。

　
義
援
金
は
、
今
回
の
災
害
が
未
曾
有
の
大
災
害
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
震
災
直
後
か
ら
全
国
の
さ
ま
ざ

ま
な
団
体
、
個
人
か
ら
寄
せ
ら
れ
、
そ
の
額
は
二
月

五
日
現
在
で
約
四
百
五
十
億
円
に
達
し
、
そ
れ
ら
は

す
べ
て
「
兵
庫
県
南
部
地
震
災
害
義
援
金
募
集
委
員

会
」
（
兵
庫
県
、
大
阪
府
、
神
戸
市
、
日
本
赤
十
字

社
兵
庫
県
支
部
等
十
五
機
関
で
構
成
）
に
集
約
さ
れ

て
い
た
。
こ
の
義
援
金
の
第
一
次
配
分
と
し
て
、
総

額
約
八
十
億
円
か
被
災
市
町
村
に
配
布
さ
れ
た
。
こ

の
義
援
金
は
、
あ
く
ま
で
被
災
者
個
人
を
援
護
す
る

も
の
で
、
具
体
的
な
配
布
基
準
は
、
死
者
、
行
方
不

明
者
に
対
し
て
は
一
人
に
つ
き
十
万
円
、
全
壊
、
全

焼
、
半
壊
、
半
焼
の
住
家
に
対
し
て
は
一
世
帯
に
つ

き
十
万
円
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
、
義
援
金
を
交
付
す

る
た
め
に
は
、
死
者
、
行
方
不
明
者
に
対
す
る
も
の

を
除
い
て
、
り
災
の
程
度
が
判
明
し
な
い
と
交
付
で

き
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
た
め
、
り
災
証
明
書
の

発
行
と
義
援
金
の
交
付
と
い
う
、
一
見
関
連
性
の
な

い
事
務
が
同
時
に
行
わ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
事
務
の

概
略
は
、
図
－
１
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
り
災
台
帳
は
住
宅
地
図
に
作
成
さ
れ
、
り
災
証
明

の
様
式
（
図
－
２
）
は
申
請
書
と
証
明
書
の
二
部
複

写
で
あ
り
、
義
援
金
は
当
日
引
換
証
を
交
付
し
、
翌

図―１　り災証明発行、義援金交付事務の流れり災証明書（様式）図－２
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日
以
降
指
定
し
た
金
融
機
関
で
現
金
と
引
き
換
え
る

方
法
で
あ
っ
た
。

③
－
応
援
業
務
の
従
事

ア
二
月
六
日
（
月
）

　
宿
舎
の
出
発
は
バ
ス
手
配
の
手
違
い
が
あ
っ
て
遅

れ
、
長
田
区
役
所
到
着
は
当
初
午
前
八
時
の
予
定
が
、

業
務
開
始
三
十
分
前
の
八
時
三
十
分
過
ぎ
と
な
っ
た
。

直
ち
に
会
場
の
七
階
会
議
室
に
向
か
い
、
区
役
所
の

指
示
で
り
災
証
明
と
義
援
金
と
の
二
班
に
分
か
れ
、

空
い
た
席
に
持
ち
場
を
決
め
終
わ
る
と
、
す
ぐ
に
早

朝
か
ら
寒
い
区
役
所
前
に
並
ん
で
い
た
多
数
の
区
民

（
写
真
）
が
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
で
会
場
に
到
着
す
る
。

こ
の
日
は
千
三
百
枚
の
整
理
券
を
開
始
ま
も
な
く
配

り
終
え
、
早
々
に
打
ち
切
っ
た
よ
う
だ
。
業
務
が
始

ま
る
と
、
り
災
程
度
に
対
す
る
不
満
や
義
援
金
が
交

付
さ
れ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
で
、
会
場
は
一
日

中
喧
噪
の
渦
の
中
に
あ
り
、
初
日
と
い
う
こ
と
も
あ
っ

て
、
多
く
の
報
道
陣
も
待
ち
構
え
、
そ
の
様
子
は
そ

の
日
の
ト
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
て
い
た
。

イ
二
月
七
日
（
火
）

　
こ
の
日
か
ら
午
前
七
時
過
ぎ
の
出
発
と
な
っ
た
。

直
線
距
離
で
数
キ
ロ
の
所
だ
が
、
連
日
交
通
渋
滞
が

ひ
ど
く
、
到
着
は
や
は
り
八
時
三
十
分
ご
ろ
に
な
る
。

こ
の
日
の
整
理
券
は
千
六
百
枚
と
し
た
が
、
会
場
の

喧
噪
は
同
様
で
あ
る
。
り
災
判
定
に
対
す
る
不
満
が

多
く
、
区
民
を
さ
ば
き
切
れ
な
い
た
め
、
こ
の
日
か

ら
相
談
係
の
応
援
も
出
る
。

ウ
二
月
八
日
（
水
）

　
こ
の
日
か
ら
整
理
券
配
布
は
二
千
枚
。
午
前
八
時

四
十
五
分
ご
ろ
か
ら
業
務
を
開
始
す
る
が
、
午
後
五

時
過
ぎ
ま
で
訪
れ
る
区
民
が
切
れ
な
い
。
早
朝
か
ら

並
び
、
午
前
十
時
過
ぎ
に
は
用
意
す
る
整
理
券
が
終

わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
変
わ
り
な
く
、
配
布
終
了
後

に
来
庁
す
る
区
民
の
ク
レ
ー
ム
対
応
、
郵
送
請
求
の

案
内
等
も
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
応
援
職
員
が
一
階
正
面

で
対
応
し
、
一
日
で
声
が
つ
ぶ
れ
る
。

エ
二
月
九
日
（
木
）

　
こ
の
こ
ろ
か
ら
い
ら
だ
つ
区
民
の
怒
号
は
多
少
は

減
っ
た
気
が
す
る
が
、
証
明
、
義
援
金
を
求
め
る
区

民
は
切
れ
な
い
。
り
災
判
定
の
ク
レ
ー
ム
は
日
増
し

に
増
え
、
相
談
係
を
増
員
す
る
と
と
も
に
、
再
調
査

だ
け
で
な
く
、
そ
の
場
で
写
真
等
に
よ
り
判
断
で
き

る
も
の
は
判
定
替
す
る
。

オ
二
月
十
日
（
金
）

　
業
務
応
援
最
終
日
、
早
朝
か
ら
並
ぶ
被
災
者
の
列

に
変
わ
り
は
な
い
。
前
日
午
後
、
本
市
の
区
役
所
応

援
第
二
陣
が
決
定
。
午
後
五
時
を
過
ぎ
て
も
、
義
援

金
の
業
務
は
か
な
り
た
ま
っ
て
い
た
が
、
何
と
か
第

一
週
を
終
了
。
全
員
が
初
め
て
の
経
験
の
中
で
、
日
々

や
り
方
を
模
索
し
な
が
ら
の
一
週
間
で
あ
っ
た
。
た

だ
、
度
重
な
る
手
順
の
変
更
や
不
手
際
を
指
摘
す
る

報
道
も
あ
り
、
今
後
の
区
民
の
反
応
も
心
配
さ
れ
た
。

④
－
業
務
の
体
制

　
長
田
区
は
人
口
約
十
二
万
五
千
人
、
比
較
的
外
国

人
も
多
く
、
靴
製
造
が
地
場
産
業
と
し
て
知
ら
れ
る

区
で
あ
る
。
今
回
の
震
災
で
は
、
菅
原
通
地
区
な
ど

地
震
後
の
大
火
災
が
あ
っ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
、
市

東
端
の
東
灘
区
と
と
も
に
、
最
も
大
き
な
被
害
を
出
‘

し
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　
新
築
後
一
年
余
り
し
か
た
た
な
い
区
庁
舎
も
、
庁

舎
内
に
き
裂
が
走
り
、
裏
口
の
階
段
は
壊
れ
、
ト
イ

レ
も
断
水
で
水
が
出
な
い
。
会
場
と
な
っ
た
七
階
会

議
室
は
、
こ
の
業
務
開
始
直
前
ま
で
は
避
難
所
に
な
っ

て
い
た
ら
し
い
。

緊
急
特
集
・
横
浜
市
職
員
が
見
た
阪
神
・
淡
路
大
震
災
②
現
地
派
遣
職
員
の
報
告

　
区
役
所
職
員
は
福
祉
事
務
所
と
保
健
所
を
除
き
約

二
百
人
。
最
初
の
被
災
一
週
間
は
招
集
で
き
た
職
員

は
極
め
て
少
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
っ
た
が
、
応
援
に

行
っ
た
第
四
週
目
で
も
、
区
役
所
職
員
が
か
な
り
少

な
く
感
じ
た
。
実
際
に
は
多
数
の
職
員
は
、
区
内
約

六
十
か
所
あ
る
避
難
所
の
応
援
、
連
絡
に
割
か
れ
て

お
り
、
そ
の
一
方
で
、
市
民
課
（
本
市
の
戸
籍
課
に

相
当
）
は
、
来
庁
す
る
区
民
の
手
続
き
や
電
話
応
対

に
追
わ
れ
て
い
た
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
始
ま
っ
た
「
り
災
証
明

書
の
発
行
、
義
援
金
の
交
付
」
業
務
は
、
副
区
長
以

下
市
民
課
、
福
利
課
（
図
－
３
参
照
）
が
担
当
と
な
っ

て
い
た
が
、
職
員
の
手
が
回
ら
な
い
中
で
、
他
都
市

な
ど
か
ら
の
応
援
職
員
が
主
体
と
な
っ
て
、
業
務
を

進
め
て
い
っ
た
。
全
体
で
百
名
規
模
の
配
置
の
う
ち
、

長
田
区
職
員
は
十
人
程
度
、
民
生
局
保
母
（
保
育
園

が
避
難
所
に
な
っ
て
い
る
）
も
同
程
度
、
横
浜
市
の

ほ
か
で
は
諌
早
市
職
員
、
厚
生
省
か
ら
要
請
さ
れ
た

各
県
市
か
ら
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
（
本
市
か
ら
の
二

人
を
含
む
。
）
が
こ
れ
ら
業
務
を
行
い
、
そ
の
他
多

く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
案
内
、
連
絡
業
務
に
従
事
し

た
。

早朝から区役所前に並ぶ被災者

図―３　神戸市区役所機構図
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⑤
‐
業
務
で
生
じ
た
問
題
点

　
　
「
り
災
証
明
書
の
発
行
、
義
援
金
の
交
付
」
と
い

う
業
務
は
、
大
規
模
災
害
を
受
け
た
場
合
に
必
ず
行

わ
れ
る
業
務
で
あ
ろ
う
が
、
こ
れ
は
ど
の
規
模
で
行

わ
れ
た
例
は
過
去
に
な
い
だ
ろ
う
。
今
回
の
業
務
で
、

最
も
問
題
を
生
じ
た
の
は
、
り
災
証
明
書
の
り
災
程

度
の
判
定
に
つ
い
て
で
あ
っ
た
。
調
査
は
直
前
の
わ

ず
か
な
期
間
に
外
部
か
ら
の
目
視
で
行
っ
て
お
り
、

調
査
不
能
地
区
、
立
ち
入
り
不
可
能
の
地
区
も
残
っ

て
い
た
た
め
、
判
定
の
程
度
が
実
態
と
違
う
と
い
う

申
し
立
て
が
多
か
っ
た
。
こ
れ
ら
申
し
立
て
の
大
部

分
は
、
十
三
日
（
月
）
以
降
再
調
査
が
行
わ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
が
、
発
行
件
数
の
約
一
割
に
上
っ
た
こ

の
再
調
査
の
実
施
も
大
変
な
作
業
に
な
ろ
う
。

　
義
援
金
の
交
付
で
は
、
被
災
地
に
住
民
登
録
が
さ

れ
て
い
な
い
ケ
ー
ス
が
目
立
っ
た
。
こ
の
場
合
、
り

災
証
明
の
判
定
が
半
壊
・
半
焼
以
上
で
あ
っ
て
も
、

義
援
金
の
交
付
は
住
民
登
録
を
前
提
と
し
て
い
た
た

め
、
そ
の
場
で
義
援
金
引
換
証
を
受
領
で
き
な
い
ケ
ー

ス
が
多
く
あ
っ
た
。
義
援
金
の
交
付
は
今
後
も
続
く

で
あ
ろ
う
が
、
ど
の
よ
う
に
配
分
す
る
か
は
現
場
で

は
頭
の
痛
い
問
題
だ
ろ
う
。

⑥
－
一
週
間
を
終
え
て

　
区
役
所
周
辺
は
、
目
前
ま
で
焼
失
区
域
が
せ
ま
り
、

残
っ
た
地
域
も
倒
壊
し
た
ビ
ル
や
住
家
が
あ
ち
ら
こ

ち
ら
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
周
辺
を
見
る
余
裕
も
ほ

と
ん
ど
な
く
、
毎
日
が
宿
舎
と
区
役
所
と
の
間
を
バ

ス
で
往
復
す
る
日
々
で
あ
っ
た
が
、
毎
日
車
窓
か
ら

見
る
街
の
風
景
も
十
分
衝
撃
的
で
あ
っ
た
。
大
規
模

な
火
災
が
大
き
く
報
道
さ
れ
た
長
田
区
で
あ
っ
た
が
、

り
災
証
明
書
を
請
求
す
る
区
民
は
、
焼
失
よ
り
も
圧

倒
的
に
倒
壊
の
方
が
多
く
、
地
震
被
害
の
ス
ケ
ー
ル

の
大
き
さ
を
実
感
し
た
。

　
大
災
害
の
時
に
区
役
所
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
業
務
は
、
発
生
直
後
か
ら
そ
の
後
長
期
間
に
わ
た
っ

て
膨
大
な
も
の
が
あ
り
、
そ
れ
ら
は
時
間
の
経
過
と

と
も
に
刻
々
と
変
化
し
て
い
く
。
実
際
に
大
災
害
が

発
生
す
れ
ば
、
平
時
に
は
想
定
で
き
な
い
状
況
が
多

数
出
て
く
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
。

　
た
だ
し
、
今
回
の
災
害
を
教
訓
と
す
れ
ば
、
第
一

週
目
に
は
人
命
救
助
、
食
料
の
確
保
優
先
と
い
う
状

況
の
中
で
、
限
ら
れ
た
職
員
数
で
休
み
な
く
様
々
な

業
務
に
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
第
二
週
目
以
降

に
な
れ
ば
、
職
員
数
が
増
え
て
も
、
区
役
所
は
最
低

限
の
日
常
業
務
（
住
民
登
録
、
戸
籍
等
）
の
遂
行
を

要
求
さ
れ
な
が
ら
、
臨
時
の
業
務
（
避
難
所
応
援
、

被
害
の
調
査
等
）
に
も
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
い
つ
ま
で
続
く
か
分
か
ら
な
い
長
期
間
の

対
応
を
否
応
な
く
迫
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、

応
援
に
行
っ
た
時
点
で
は
、
避
難
所
生
活
の
続
く
住

民
を
始
め
、
被
災
し
た
多
く
の
住
民
の
疲
れ
、
い
ら

だ
ち
、
絶
望
感
を
第
一
線
で
肌
で
感
じ
た
が
、
一
方

被
災
以
後
、
連
日
ク
レ
ー
ム
の
山
と
直
面
し
て
い
る

区
役
所
職
員
も
も
ち
ろ
ん
相
当
疲
弊
し
て
い
た
。

　
我
々
は
、
率
直
に
言
っ
て
、
一
週
間
だ
け
派
遣
さ

れ
た
応
援
職
員
と
い
う
立
場
で
救
わ
れ
た
部
分
が
あ

る
。
当
事
者
と
な
っ
た
時
の
困
難
さ
は
、
非
常
に
つ

ら
い
も
の
が
あ
る
。
だ
か
ら
、
あ
ら
か
じ
め
想
定
で

き
る
こ
と
は
今
か
ら
備
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

（
一
例
と
し
て
、
今
回
初
め
て
行
わ
れ
た
建
築
物
の

危
険
度
判
定
と
、
り
災
程
度
の
判
定
と
が
、
当
初
か

ら
リ
ン
ク
さ
れ
て
い
れ
ば
多
少
で
も
調
査
業
務
を
軽

減
し
、
ま
た
合
理
的
な
判
定
が
可
能
と
な
っ
て
い
た

だ
ろ
う
。
）

　
ま
た
、
今
回
の
災
害
で
わ
か
っ
た
こ
と
は
、
大
災

害
の
時
に
は
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
が
得
ら

れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
行
政
だ
け
で
対
応
で
き

る
こ
と
は
人
数
の
上
で
も
限
り
が
あ
る
。
一
方
で
、

避
難
所
で
は
不
確
か
な
情
報
、
誤
っ
た
情
報
に
振
り

回
さ
れ
る
こ
と
も
多
か
っ
た
よ
う
だ
。
こ
の
よ
う
な

場
合
に
は
、
む
し
ろ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
を
前

提
に
し
た
態
勢
を
作
り
、
で
き
る
だ
け
正
し
い
情
報

が
伝
わ
り
、
無
駄
の
少
な
い
支
援
態
勢
が
い
か
に
組

め
る
か
、
日
ご
ろ
か
ら
考
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
で

あ
ろ
う
。

　
な
お
、
二
月
二
十
四
日
現
在
、
第
三
陣
が
応
援
に

行
っ
て
お
り
、
第
四
陣
の
派
遣
も
決
定
し
て
い
る
が
、

現
地
の
状
況
も
変
化
し
て
お
り
、
そ
れ
に
応
じ
て
従

事
業
務
、
場
所
等
も
変
わ
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

〈
伊
藤
＝
緑
区
課
税
課
家
屋
償
却
資
産
係
長
Ｖ
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